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本講義では、情報の獲得・整理・加工・発信に関する技法を身につけることを目的

とします。

情報技術の進歩により私たちが獲得できる情報の量は飛躍的に増加しました。ま

た、情報発信のための手段が多様化し、個人が外部へ向けて情報を発信することが

容易になりました。このような環境では私たち一人一人に対して、膨大な情報を適

切に選別して真に必要な情報を獲得し、それを整理・加工して、効果的に発信する

ための能力が求められていると言えます。

　

本講義では、情報技術を効果的に活用した情報の獲得・整理・加工・発信という一

連の処理について、実習を通じて学習して行きます。また、ネットワーク社会にお

いて、情報を発信する際の最低限のマナーについても取り上げます。

【授業で扱う項目】

１．ガイダンス

２．情報技術の基礎知識

　・コンピュータの仕組み

　・Windowsの操作

　・World Wide Web

　・電子メール

３．情報の獲得（情報検索）

　・インターネット検索

　・学術情報検索

４．情報の整理・加工・発信

　・レポート・論文作成

　　（文書作成ツール／文章の構造／論文の構成／文献の管理など）

　・データ解析・統計処理

　　（表計算ソフトによるデータの集計・加工）

　・プレゼンテーション

　　（PowerPointによるプレゼンテーション／プレゼンテーションの構成／

　　　スライドの作成など）

　・WEBパブリッシング

　　（マークアップ言語／WEB文書の要素と構成など）

５．ネットワーク社会のルール

　・著作権

　・個人情報

　・情報セキュリティ

※進捗状況に応じて取り上げる項目を変更する場合があります。

[第１回]　ガイダンス

[第２回]　情報技術の基礎知識

[第３回]　インターネット検索

[第４回]　学術情報検索

[第５回]　レポート・文書作成１

[第６回]　レポート・文書作成２

[第７回]　データ解析・統計処理１

[第８回]　データ解析・統計処理２

[第９回]　プレゼンテーション１

[第10回]　プレゼンテーション２

[第11回]　プレゼンテーション３

[第12回]　WEBパブリッシング１

[第13回]　WEBパブリッシング２
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[第14回]　ネットワーク社会のルール１

[第15回]　ネットワーク社会のルール２

※授業の進捗状況に応じて取り上げる項目を変更する場合があります。

特に指定しません。

講義中に適宜指定します。

出席（30％）、演習課題（70%）を目安として総合的に判断します。

特になし。
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